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ギリシャのアテネにおいてエキステイ 1クスと名付けられた都rfiul両、部巾研究想論を学






































































rA Theory of Good City rormJ (註 13) は、彼の試みの最終的な統合として、彼の理
- 5-
論の集大成としての成果であり、そこでは今まで何人も到達していない総合性をもって、
都市テサインの脱範的なえi法、理論が拠点されている。 そこでは r Thc image of the 
c i tyJで扱った抑論よりも広い視野を得ているのは確かである。そのなかで彼は都市の空
間的形態についてのJi，つの広本的な件能規範を挙げ、そのうちのーっとしてくSense竺感







ここにおいてI，ynchは fTheimage of thc ci tyJにおいて meaningを扱わなかった
ζ とに対する多くの批判に応えて、軌道を修正したものと思われる。くSense:-感覚>の

































































































葉素をあげ、 〈註 21) 個々の現代都市を分析し、設計する道具として考え出した。それ
らは個々の都市の identityがよく出るように巧・えられているのが上記の五要素である
また Norberg-Schulzは Lynchからの影響の Fに、ピアジェやゲシュタルト法目IJ(泣 22)
を引用して、人間は己れ自らを臼己の同凶の世界の中に位置つけ、あるいは自己をi世界に
つなげる(定位する)ためには 1 中心 (centcr)すなわち場所 (place)、方向 (di rcc-
tion)すなわち通路 (path、連続関係)、[ズi或 (area)すなわち領域 (domain、間合関係〉
Ja主23) を把握する必要があると述べている。 これら Lynchと Norberg-Schulzの
二つの慨念グループは互に共通している部分があり、それらを対比させると以下のように
なる。
Kevin Lynchの形態 elements Norberg-Schulzのいう空間のシェマ
node. (landmark) 中心 (centre)すなわち場所 (place近侍関係)
path )ilu) (direction)すなわち通路 (path連続附係)
d i s tr i c t. (edge) 民域 (area)すなわち領域 (domain閉合関係〉
Lynchの landmarkは主として中心地ほの特徴を1)'す慨念要素であり、 Norberg-Schulz
のいう空間のシェマの、中心 (centrc)すなわち場所 (place近接関係〉のなかの性質で
あり、 Norberg-Schulzの慨念要業の大分頬には表われていない。 また Lynchの cdge



















































































文献や絵画の分析とによ って明占かにし、また日本人の自然観 ・世界観と密接に結びついq て守られていること。そしてそのような古代人の笠間の認識の仕方か集落のレベルはい
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いう説があるし、 (内川地名大辞典) また折口{日夫によれば<山門>で、 山へ入り立
つrJlであるという n これはらともとヤマトが『輪11の麓の山辺郡の大倭村(今の天理市
新泉町、大fll~t111 のあたり〉を本地としていて、そこは墨坂に近い太平日への舟からの入口
であるから、ヤマトの l~I .I'.克を指していたらし t\o そこは墨坂や大坂がそうであるように、
山によって作りれた門であろう。両側に山が迫るところに外界へつながる通路がある状況
であろう口折nは、それか次第に、その山門に揺がれた内部の地の総材、に変ったのではな
















る。占*óèにある (j名な r~li佐之男命の奇稲H1姫と婚ぐ際の歌 をみようロ






この歌のく、 22 、、出雲の<雲〉は'笠の主ではなく、元主・であり 、 tH~'J は厳藻であるという税
もある。そのと可否ぷここでは問わなレか、出雲国造神TlfPJのはじめに[出雲の[珂のi'ii!{山
の内に、ドつ石般に宮柱太知り立て j と あり、また出~[~1風土記には大穴持命の3.箆とし
て 八二立つ出雲の国は、我が静まります国と、百垣山組らし賜ひて、玉珍置き賜ひて守
らむ・とある。すなわち大穴持命は「私が鎮座する出二のl引は、 p可方に存.m山がめぐり、
その内にこもって、美しい静かな l時である」と自賛し、そして ~'i<: として大切に守ろっ J
と決怠している。また別の条に I八卜神は肯垣山の説に置かじ と詔りたまいて、.iJ1い廃





















大和のJf香真山は 自の経の 大御門に春山と 茂さび立てり
畝傍の この端山は 口の紛の大御門に瑞山と 山さぴいます
- 18ー


































みもろの神名備山に 五百技さし 繁に生たる つがの木の
いや継ぎ継ぎに 玉かつら 絶ゆることなく ありつつも やまず通わん




やすみしし わご大王高知らす 占野の日は たたなづく 青垣隠旦
川被の清き河内ぞ春べは花咲きををり 秋されば霧立ち渡る








神代より 吉野の宮に あり通ひ 高知らせるは U-J川を良み
……内舎人大伴宿禰家持、久遁の京を讃めて作る歌唱肖〈巻6 1037) 
今造る ~重金量1!_山111 の丘ill き全島ば うべ知らすらし
t事業の故りにし郷を悲しびて造る歌一首(巻6-1047) 
奈良の都は かぎろひの 存にムなれば一存E1山一二笠:off互主
些IE.木の暗こもり 貌烏は 間なくしばなく 露箱の秋さり来れば
生駒山1l!ぴ火が岳に五の枝を しからみ盤ムL さ雄鹿は
!1呼ひとよむ山旦n'i山主息が欲し _，;'lJJ!れば 堕b住みよし
もののふの 八十伴の緒の うちはえて 思へりしくは
久遁の新しき京を讃むる敬二首〈巻6 1050) 
現つ神わが大王の天の下八島の中に 1mはしら 多くあれども
屯はしも 多にあれども 山並の 立主主国主_11.1次の 立主会」之皇と
- 20-
山城の 鹿背山のまに一宮柱 太理主主ヱ!2 直盟主す 布当の宮は
川近み 瀬の青ぞ1青き 山近み 4皇主萱主主む秋されば山もとどろに
さ雄鹿は J1呼ぴとよめ春されば丘辺もしじに巌には 花咲きををり
あなおもしろ 布当の原 いと賀大宮所 うべしこそ わが大王は
君ながら 聞し給ひて さす竹の大宮ここと 定めけらしも
反歌 (1052)
山向く 川の瀬市」百世まで神しみ行かむ 大宮所 (1053) 
わが大王 神の命の 高知らす 査当の宣iLe草j互主主一山也水産1.
繕ち激つ瀬の青もd1し鴛の来鳴く春べは厳には山下光り
錦なす花咲きををり さ雄鹿の 妻呼ぶ秋は 天窮らふ時雨を疾み
さnつらふ 黄葉散りつつ 八千年に生れつがしつつ





旧き都は 山高み川雄大しJi吉野の宮は ただなづく 青垣隠りJi吉野の宮は 山
高み 主ぞたなびく Jr UJIを良みJr久遁の部は 山川の清けきみればJ i奈良の都は
…呑口山 三笠の野辺に桜花木の暗こもり …生駒山飛び火が岳lこ …山見れば
山も見が欲し・・…Ji山並の 宜しき国J i山高く J 1の瀬清しJ i布当の宮は 百樹成















































































































縄向の tf代の1;flま 朗日の 日照る2f 夕日の 目がける宮
竹の恨の恨 IT~る白木の根の棋~ふ官八百土よし い築きの宮
良ふさく 檎の御門新'H屋に '1:ひ立てる 白足る 槻が枝は




































推占天皇の代になって 機械の瑞誕 を離れ、 593年に1白鳥控f雨宮に遷した。以来 694
年に厳原宮に遷都するまで、この地に小型田宮、岡本宮、仮1品虫、 JI原宮、浄御原官など




































































































































































これやこの 太平日にしてはわか辺、ふる 紀路にありとふ名に負う背の山 (巻1-35)
柿本制限人麻呂の持旅の歌




































































伊手IJ の大神、 Ik]r~ めましし時、lJli来て山の容に立ちき。
とあり、 lj{の名前の山米を、 (jlf[J大仰が国を占めましし時の出米事として説明している。
これはIJ!のレヘルが同とし C述ベウれているコこの他にも向しく宍禾の郡の条に 波加の
村、 l司占めましし0.1Jとか、 [ulじく治容の却の条の 「讃容といふ所以は、大神妹校て柱、
丹、競ひて問占めましし時 -など型とか郡を昆!としている。
















































































以上をモデルにまとめると大和の築住宅間のモデルと全く同じものとなるラ 11々 によ 勺
て附まれている領域を自己の安心して住める領域と必識し、開んでいる山々は削先の住む









る。以 tの集結の空間構造のモデルを閃化すると Fのようになる 勿論、現実の集落には
水辺にあったり、 一方が畑や水田で聞け Cいる場合もありうる(凶卜5)が、ト!ぶ文化に
山他界
図 1-4 集落の般的モデル 凶 1-5 水辺の集結モデル
36 






































































わが1't子か 占き組内の 桜花 いまだ含めり -H見に来ね
巻19-4287
鷺の 鳴きし鼠内に にほへりし 悔この雪に移ろうらむか
)j ~出ul にはこの他にも、荒い用、竹刷、涼旬、などが住居をめぐっていたらしいことが
歌われている口ただしこの切には必ずしも生蝿ばかりではなく、多くの拍物材料を使った
~1があ 司 た。 源氏物t互になると透上司、網代坦、阪垣、櫓hl 、草垣、玉垣、築地局、ませ煩、















「……京ゆ出でて そ ~l~の問に 思もなく 家失めやと……」とあるように、垣は住居と
結ひ'ついたものであ勺たようである。
また鎌ù時代の私撹和歌集である夫~集に
わが出は 秋のあわれを 範がほに hi恨の山に 鹿ぞなくなる
とあるように、ここにらit叫が自然の恒艇である山によ って凶まれているようすがうかが
える。このようもこ古代から中世にかけて賂式の高い住民か合 "般の住居に至るまで垣で囲




おける成敗権 E 及び 「一穂の治外法権的な不可侵性lを帯びており、 f家=敷地が刑事法
とにまで及ふ 4 種のアジール的性格」をも っていた、その t、科人、 ド人の定り人りが認
められた場であり、権力の介入を排除しうる l不入 の場であ ったという。また、 .ty祉は






る。 10、11 t貴紀頃は 「聖jなる花ともいうべき 「卯花坦 でーl向山lされた t農民保敵地・
闘 ・垣内jが r-樺の聖域として不可侵性jをもち、 「一泊中絵jにみられる鎌un.'fにの
農家が 「ノド(門柱)を建て、門木には控速をはったものが多 く hの内が氏問1の ~:f る型
域jであ ったとしている。(註 30)
先に紹介した紀紀の 「八2 江つ | の歌や、氏更!!^I~が皇太子 Cあ 2た時のv.gH:~t{i との


































:t! "'.¥1¥前lf 五正良It代中期 来A時代後半

















東mの町の邸の庭は呑向きにつく占れ Cいて、 i 11臼く、 :{jの花のふ、数をつくして附
ゑ、池のさま面白くすぐれて、お前近きIlij北、 i!s:、紅梅、桜、説、 11吹、岩っ、じなど
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隠された神々 講談社現代新内 370 pp. 37.38及び前掲l!i PP.26-
日本の深肘 縄文・蝦 .~文化を掠る 佼成IH版社 pp.l09，110 
27 西川宰治 前掲書 p.258 
28 客員IH 巌 前掲書 p. 76 
29 鶴間巌 前渇書 p.77 
30 網野五彦 増補無縁・公界 ・受ー日本qq世の1:1山と平和 平凡社選書 58 pp.225 
31 1.京間敏明 前掲書 pp.131-133 
32 文化庁文化財保護部史跡研究会 監修 図説 日み;の史跡 4 占代 I rci]朋合
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IIJ 、'j~陀川、 IIIr の l釘北に設けられた土J!{で凶邦され、いわゆる惣構えとなっている 。 主た
るIHrへの人[・J{et i rt江Jf¥l1!E] _;とあると ζろで、同形をつくり 「存日門Jにつながっている。







50 - 51 
見渡せるこの城山の山岡に砦の位置をj芭ん




























































































































































合併したもの)のうち六間町には 「絵図Jでは 「町!となってはいるものの 「検地帳Jの
奥舎の町年寄には挙げられていずロまた I検地帳J の出敷地の紀載方法もO間xO間とな
り、上本町などの町の中心部が表l10問、現行onと記載され、敷地形状が短冊明地割に





ならぶとい司た都iIi的 ;;t観には五 っ ておらす、未だ良村的民主Jlの部分があり、また F拾~t:
町Jのように町年寄は仔在していても、必ずしも都市的景観になっていなかったのであるロ
f 町史 l によればï~~，~)切にには家故 Ji.七九、人数宅七ー二八人を教えたが、文久年間には
それが半減したという。以上織則転Nの冗禄八年からの卜六年までの八年間の変動をみた。










ると、。IJH~はほぼ立文~I:jlll という ζ とになり、その頃が大す陀の愛宕講の起源とみて間iZ




































大宇陀の町なみの南 「万六 |のはずれの街道横には見通し a メートル余りもある松のε
い本がそびえ、北の 瓦伶軒 Iの端よりさらに少し先の下竹辻にはJ!]標があるn 後告は、
尚さ 130cm、相 95cm、l'lさ 37cmのfl然石である。表の出i偏には i右 はは はいfJ;t



















r J: J (市側)と 「ドJ(北側〉の二つの領域に分けられている。 I上」は神楽岡神社の、
「ドlは存日神社の氏子!ヌ域とな っており、もとらと大宇陀はてつの大きな領域からなっ



































































地をめくりI泣後に伊勢の地に至IJるが、 f日本.JJ紀 ijE (λt;!の条によれば、まず<<L1"の
筏輔に歪IJ-~たとある。また r"1太神宮儀式帳」によれば、 ニ輸の御括原から大神を事り、
凶 2-9人，j'陀.4!附}J向断面図




3) 大ナ陀という全体のドに、 下 .r上J r JlroJ 1という領域があり、さらにその下に
は IHlr Jがあるという情造となっている。 rIlJr I毎に愛宕講が組織されていて、それぞ
















































、!と城京からíJlð~ 判的:fへの段見の道とな っ た。 (閃 2-10 参照)

















































































































[~衆による {)1切参宮の記録は、古くは承平四年 (93~年〉九月の神嘗祭に、 「参宮人十




























































fJ( /j;tI ~l の{主目と街の形成時期につ いてはあまりは っ きりしていないか、ここで考察を試







k_' j': r)~，足(しもいだに〉 は、羽 {I;あかね合同地とな っ ていると 4 ろにあ 1っ た井ノ谷を
合んで、入:1'"桜/Jltと白.峠のところで促している。 したがって、このあたりに聞があったと
す札ば、政j品tl\ll とも.Jf:足I~I とも、いずれに呼ばれても矛f~íか弘 l lO 事実、当時はどちらに
も円ばれていた。また街;nに位向。からも問題はなL、。やはり荻原聞は尚峠のすぐ東側あた
りのilrji1iH l、にあ ったと行えるのが長巧であろう。
'11~í の{山首についてはどうであろうか。 現合の rlj街地のあたりに朱越はあったのであろう
か。 ι の点記ついて判断する史料!ま、現在のところ以下に述べる -J~A しかない。
「'j:陀郡史料Jlいに I 当地に古~JiJ'I~ 、新鋭h~ と体するものあり、これら-.(吋体によりて
白H~ なるものを組織し、 ~.H坂神社一切の社~l'を管掌す、，(11 して古凶民は多く上萩原にあり。
新両院はさ、くド依Il;tにあり 。 又占頭!廷に鍵JCなるものあり C、神，i~ の開聞を常とる J とあ





I下陀部史料 lの I校I;!村lの説明に 「本村井;榛原の7・を用い、 [11古這原或lま灰原、後
ち (~I;}J 不作)今の字に改む、百時本部玉小凶村(今の阿峠村 ・ 小i鹿野村〉と・村たり、




して新しく下訳版とな っ たと推定できる。 中悦~の民衆の~宮熟と iZ長 ・ 秀吉による関所
の撤l充がさらに旅行告を明朗)~せつつあるのと r皮時代が一致する 。
68 











び1:(1585~1:) に I 日本諸問より巡礼として、この主なる神(伊勢神宮)のもとに集るも
のの非常に多いことは日ずべからざるほどである。これをなすものは、賎しい平民だけで
なく、 ，i五円な!JHともあり、伊勢参宮しないらのは人間の数に加えられぬと思っているよう






































































文化-: {I ~ 
:之化卜 '.~I ~ (1816年)
、 ，
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i則的|・ 1i. ~I : (188210 新ー説 阿ぷらやで三郎兵街
また!日ItIFにfiHとして収められている明相li'sf:の事舗の伊釣迫中!案内には





? ? ?? ??， 、
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ま 叫 すぐにi1tめば川 :h越え、かい坂越え(伊勢本街道)ブJl師に i~ ることがわかる。これは
羽布は鹿取しているもとの宿14rあぶらや』の前の分岐点と令く [li}じ状態であることから、













，!i Jt: L't俊氏!;tr 伊勢"/j宮本街道J (註 13)において、 江戸時代から明治にかけての各
地の拙の常桁を1J.¥jべている。それによると荻原の桁では次の通りである。
1I)j +llli. ~I : (1768;f:)幸諮 問内陸助'fi.郎


















3) 政b弘前はく.1:の町>とく東町>は凶 2-13および (;Jト14にみられるように、街道
の分蚊J.1はおの道僚によって守られ、また集落のはずれは大きな常夜燈によって守られ

























|大flJIJ;l液製訴の史的研究 J (~主 17) にしたかえば、他とlメ月Ijされる以下のような諸特
徴を t)円ている。
・つはmt拡の也投時J!Jlである。奈良の環涼集繕は、L!J[止の半ば頃に出現し戦国の戦乱の
終15 とと ら ι、その ili ~笠時期を終えている 。 即ち、先進地Ji?の大和l においては、中世の半
ば以降に なるとf1 1与J;~ 1(の成長が著しく、彼等は村越rI治の共同体、惣を形成し、中世動









人+11の I~Iでは t'，代よ期より興福寺がそのえ配権を確立していた。 例えば寺領の経営にお





日吉f~f~が雄IH した 。 やがて、彼等はく 刀禰ノ〈乙名 〉 を rfJ心とした自治共同体を形成し
村滋の運営にあたるようになる 】 また彼等は鎮守の祭~組織・ '~H~ に結mして、その結合
をより深めたのである。即ち惣村の発生である。
他方、泉純 ・l国民は瓜 i化し、分派して党を組み、 14I!紀半ばの興福寺門跡大乗院と
・乗院との対立をはしめとして、 二大衆徒向JIJえと位智氏との抗争(大拘永事の乱 1429
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の典~I'J 土いわれる抑fH や qJt世荘園遺跡として有名な若槻がある。(図 2-17参照)現在は















































f辻本・n.i並状J(n 19)には f横田本庄 号番条Jとみえる。この 「横田Jという名は、
fi条の*に侍する随川町(現発心院町)に由来・している ところで 「償問本庄 号番条
という紀械は、活条氏が貞平日時代にはすでに儲川本I:Eの支配'1行の地位にあったことを示し
ている。その後、Lr.;水ニ ト・年 (1414年〉には番条氏は大乗院の衆徒の名にあり(註 20)
ヤi<k. JI~ (1453~1:) になると番条、若槻、伊 d 七条など二荘、のド åJ職を帯する衆徒に成長
している n (制f:*~己 ';f~悲て年の条〉
1S: H Jl:fj: (1457 fl:)、番条氏は番条荘など=..(Fのfドピiを横領したとして、 番条井常善
|見方j目的mJ (制ntIoG 長緑元年の条)となる。しかしそのことによって番条氏が滅びた
印・J':.はなく、 flj(:ll討議二年には衆徒の雄 ・筒Jt氏と戦うことになる。この戦いで筒井軍の
位攻を党けた品条を 「雑事記 長禄二年の条は次のように仏えている。 r書条之長懐父子
n焼シテ昨伎滋了……其外番条郷民等道俗男友不知J~故於射水テ死去 f……J この記事
はHij述の，(j槻が舟埠の構築を急いでいた文正年間岡、書条はすでに用涼集結化していたこ












城塞集落と呼びたいと思う。 大』長院寺社雑*~己」 は文明年間までしか伝えない。 元f(lて







































































(---" -屯!:¥)! 隠畑悶咽叫 H以帆i川快
/ J 7.t妥
h 
附 2-21明治十二年寄条地諮図 図 2-22近世末期の番条促原図









!宇j 下部に多く、特 lζ|十1~:品のj東海坦内のq，は1.1:倒的に多数である。一方、北、「の < キタ >に
は21出が'，fしか{f{f:しなL、。これらのことはI宇iW.部が古い居住地であり、北宇部は新し
く、殊に近I~ にな勺て [1 '世城館の後に移住したらのと考えられる。 したがって、南半部が
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2 3 4 
図 2-25番条の変遷モデル
だのではないだろうか。(図 2-25の 2) さらに番条氏の勢)Jの拡大にともない、ー方
では一族郎党のために居館を拡大し城塞の強化を集落北半部において行い、他方、南'4~部


















- 86 87 -
地の拡張の問題は、 一方では厳や土52を浸蝕し涼にむ喧を築いて涼端まで屋敷地を拡げる
とともに、 i荒涼内の田畑を応敷地に転挽寸ることで解決し、さらに番条氏の械館跡地へも








た日i畑の IIJ にいわゆる条'1!~越が作 られていたはずであるか、その集落の詳細はわからな
いが、 q1!~tぷ IVIに成立した集落 ・ (fi:条が条唱の上に乗 っ ていることが、次のように明らか
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日常の労働の生活から開放され、活性を tlf~t:: した。そこではまた非常の際には住民がm り、












り、また矢や拾の材料I!l~で もあ っ た ロ また内部を敵にうかがわれないための工夫でもあっ
た。llJW:の械塞では、乙のように土民の上に、塀や柵を設けたり、樹木をI支らせることが
般的であった。(位 29) 番条でも、上認の名残か神社のまわりに残っている。中世に
は、その士~の上には』鮮や柵があったであろう 。 直接的にはこの薮なとに閥まれた、 軍事
防御的にも、視覚的にも非常に閉じられた空間であった。
















ループ状をb~ している 。 高;条では外部とは宅 ヵ所のみでつなが っ ていたらし L 、 。 環濠集落


















































i*í北側時代に入る tl'~から、大谷川 f1Gj~" のど脇>が歴史に金均してくる。在野川下流域の
北朝方 (瓜復};)の細川氏に対抗して、讃岐の南朝方〈宮方)の豪族が中流1~に入り、城
山台地の南部に符を築いた。現在の脇械の始まりである。築城の時期は確定できなしか室
町時代中ばに媒f~i仲 iJ1という釘が脇城に拠司 ていることが 「阿波志 1 にみえる 。
宅11時代後1tlJには新興の民衆的仏教、浄土宗の東林守が現花の大工町のはずれに創建さ
れたロすでにその頃には、 1JUEの大r町、本町の通りに面して町並みが形成されていたと
考えられる。 担 ii街道が町を貫通する .~U引の方向ではなく、吉野川岸にある渡しと東林寺
の問に町、If~みが形成されたのぷ、占野川の水運を利用する交通が多かったのであろう。
11 ・ t叫 凡智 也・J I}開I~III、 1I\L内 脇町仲間
‘'ξt1 b. ・a岨"'IU."について1I
.，_の也亀 '且岨hll'r:n唱と..，a崎町
喝餌圃合，・t~1' ~圃 4、 . :'J ・ .嶋U~ 酌河












な堀で凶み、土~を築いたのはこの時であろう 。 さらに l町訓を決め、諸役諸説を免じて町
を整えた。前代からの人 I町、本町に加えて、北、仲、 I朝の三町の町割が決められたのも、








を敷く {f郷町として発展することに弘る 明暦四年(165 81f:)の F 脇村棟付帳J(註 32)
によると、家数は 148、人数は 488人とあり、このほかに稲田家臣の家数 24、人数 80、
合H172~家、 568人とな っている。これが16年後の延宝て年 (167 4年〉の「脇村練付帳J
には、人数(練付帳の人数は男Fのみを小す) 779人、家数 237となり、その成長ぶりが
うかがえる g 大工町の安来年、本覚寺、 J~福寺が、寛永年間(1624-44年〉から正保年間
( 16~4-~811:) にかけて、それぞれ創建されたこともあり、また人口か 1500ほとに達して、
現行の脇町と比較しでも、この頃にはほぼ町並みが完成していたものと推定される。
町;刊は!と料 L、確必できるのは、まず官永六年 (1709年)の 「脇村御検地帳J (註 32)




























































年)の、もとは :1:磁としてH~てられた JE木氏宅、寛政十年 (1798年)の阿見家なと、古い
な派なiB物がJ白ぴ、 HJJlであるロなかでら ffA正直」の犀号をもっ占凹家は天保六年 (1835
~I; )の悦札のある -Eli{をはじめ、 25 宅あり、 ~ IIれま家族 20 人、使用人 50 人くらいが
住んでいたといい、 ~f1: りや酒造りを?:?んでいた。藍合も現存している 0 ・ぷ八位の座敷は
f御成のIllIJといい、ノド仰として使H}eされた ζともあった。 t記のま々をはじめ南町の通










































和1三十~I~ に火災にあい焼尖し、以後丙tll されていな t'0 11門は火災をまぬかれt}IJ建当時の
まま伎町ている。以.1:が械と屯城周辺の211である。






















































JJl b~!l 1 )に新城住設の地を選んだ口この城山は他領に通ずる南側の山裾を書匠川がかす





























開1mを削しj合り、南λドIJ成る J (鶴越路史)とあり、 Jノ丸山館が拡張され允突する。南
大門(大刊1!])は山~:の城邦にかわ っ て械ド町の中心とな っ た 局ノ丸居館にふさわしい峨
門が必混とされたのであろう。そうして、械 F町佐伯は三ノ丸械館を中心に;:i観整備が進
められた。
と4ろがこのこ代高尚が初めて佐伯に入ったのは、寛文元年 (1661年)の三 卜 才ーの時
であ 勺 た 。 この高尚から li.代まで約ヒト~Iqlllの問、藩 .1:は殆んど佐伯に伝{上せず、とくに
問、lJ:代の三十年間は幼少、あるいは病弱のため江戸藩郎に留まり、まったく帰ることは
なか勺たのである。
}cH十七年 (1699年) .H を継いだ泊j慶は r~jJ十四年に佐伯に入る。城下町佐伯は久方振り
に瑠J~を迎えることになった。 r佐伯古名物話」 は 「宝7)<. 人年 (1709年〉、御城普請御願
之j邑仰付らる){氏ラて………草木の戊りを伐仏い、御城-uhi、あらわに Fより見え候様に
成り '1'候 J と尚慶の城~I~修仰を伝えている。 よ代藩主より民館は山裾に移り、なおまた藩
主は留守がちであったから、山上の城郭は'tノトか生い茂り、荒れるにまかせ、 I 1:IIJ築以来、










年)、iS:賢守 l刊に番所をぜ C 、1<:永問 ~l ~ (1707年)には城ド町の裏口にあたる本町の東口
に桝形をらった関門を投け、!日産五年(17 I 51~:) には角石器所の外、和EH坂に桝形を築い
ている。峨下町の人LJにも防備的施設を配して、峨下と城外を京観的に厳しくわけたので
ある。ところで宝永岡年域下町佐伯は高潮iこ起われ、 .械内iままで破損無之J ったが 侍















































おにも :M~殿、 Xl'j性の為にも勝手悪敷 J (温故知新録)となり、内町に住む百姓を域外の














iS地ciF1定ナシ| 酬 135)|15官民)I 4抑










































































のように考えてみたL、o'C[水|四年 (1637fr>、 -ft高尚の時代にf[1 1:の械邦から山裾の
ユノ )Lに民館が移されたか、¥Jj時この 4 ノ丸問辺には高禄の給人地かあったのではないで
あろうか。J己文絵凶では、大T門から.ノ )L同門までの屋敷地は、 fift家を除、いですべて
描 .1:関係のらので，'iめられている。 絵~J には古木郎民宅とあるが、 lîi太郎は後の高丘であ





らの古い京慌で、 I(;J{\'r. の jま Lであ っ た。 Jじ文絵~]c:は西名家の屋敷は大T門に慢する寅太
郎討宅の丙駄にあったが、文政絵凶をみると船頭町に屋敷替えされている。元文の西名家









町の 6割を占めていた。町人地は 2割強にすぎず、内町、船頭町合せて 251軒の町民がひ
しめいていた。他は寺社用地や御用地であ ったから、日i{l:l){の大半は武家地が占めていた
ことになる。ちなみに、文化当年の竃敬、人口は家中 337軒、 1672人、両町 219軒、 1004



















































冗文三年絵図 安永二年 1i政.j・王手 文政九年絵図 成l1;:年間総白 昭初三十三勾地醤包(1738) (1773) (1798) (1826) 
.0. -{}新小路 新小路 新小路





ハ鍛治II!f 凶fsの記入タし 新 国I
町名の記入なし tJ iJ¥ IJ ，、・ -J苛 eu '品 浜 出~J、・H にる( (~ . 一一 一一ー-、新進筋 略史 新り'知ミ1 町名のJe入なし 紛i ;n 







Jt:文絵fl<lで通り巾をみると、西町が2H1l5尺、東町 ・商東町とも 2間で、横町は 2聞と










また I旋場 d につながる凶rHfにも極小の川敷地が問[(を聞いている。 JC文絵収lでは内町に
，:t 4とだ横町は発生していなL、。船頑町にも吋初は出町はなかったと思われる。この横町の




x.政絵 l支lになると浜IHf は ft 川lIf とれを~l{め、 2381‘ドから 366上Fにi主するう同敷地が現わ
れる， この傾向は文政絵{火31: 1こ補正された鼠敷制(図 2-40)になると 645坪、 560坪な
との日大な PI~軌地をみるに全る。
.Ij 、 I'GPlr では JC文絵r'~) で I IlJr J を!日!いていた民政地が、文政九il~絵肉、加話されたよ政
松1~1 と iffi につれて以少している(J 1l!U1[の 14敷地は、 r~j側では住 /;&I[ の!五敷地にmm δ れ、
北側では大1)~ ，jiのみ以般地が集積しているが、 ζれは次にみる凶町の尭迷に促されたも
のである。









































































































































































































































































































































「めぐり jの空間が日本の集住の場所の空間の特徴の 4 つなの Cあるo
5) 佐伯における 「めくり lの空間 2 若宮八幡神幸祭の空間


































































































ζ こに先ず向μ|誕JP~が延': i[四年(1 67 6 'rl~ ) 凶作られてらしい ア、代高度の代になり、
Jし峠 1・1!4"l ~ (1701 {I:) ，H&助先の I~J門が、続いて宝水五年 (1708年)本町口に桝形関がそれ
それ械トの北と尚の人[1 を [.~lめるために作られた。 これらの関の他に元文 年の絵院:](凶
から、
2・36、ほ]2-37)によると胤ドへの内の人口、和川販の先に、桝形の塁墜かある。鶴議略













(凶 2-44、2-45) 11際j湿りの武京屋敷の教は、元文絵図では 10軒、通りにÚIÍ して 8 軒ある。 日(J手[] ~十三年までの地篇関では 15 に分草されている。序敷地
t1:をとはでみたL、。
[fu績は、文政絵図をみると 120坪か主 420坪まであり、安政四年の分限帳によれば、 50
イiから 150イ』取りの給人地であった。100石以上が 5家であるから、比較的石高の高
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谷阿武雄 環海集落 奈良盆地内 古今書院
高多芳之 大手1のi現埠集落 日本占城の会研究紀要
17 秋山日出雄大手l!環濠製品の史的研究 開1~{考占研究所紀要昭和26年9月 内





23 P.B山 ~Ir鑑 柳沢文jI)(J，.lj [1]委員会編大手口市!ll市史昭和41年史料編所収
2~ 肥後初男宮崎の研究 弘文堂
25 -:.筒院家抄柳沢文!市山門委員会編 大和郎山市史昭和41年史料編所収
目黒田芳雄 LjJ I!守社努力論 岩波講座日本雌史 6 中世 2
27 秋山日出雄前!日論文
28 木村礎近ILtの村 教育社歴史新~日本史 105
29 小fnm哲児械と城下町教育社歴史新身<11本史>97 p.46 
30 L Jt ~~n'J ・渡辺広他脇の地域文化財 両川幸治他都市化にともなう地域文化
財の{呆(fとJ品川に!瑚する調査と研究 トヨタ財団助成研究報告書 1ト003 所収




32 脇村棟付帳、脇村御検地帳、脇町間U畝1臼御改帳 とも 脇町誌所収
33 I河川幸治、 Ln~!~ lIJ、渡辺宏他 佐伯歴史文化環境笹備計画のための調査報告書
佐伯t!i による。その他に以下の文献を参考とする。
佐伯市史編纂委は会 佐伯市史 昭如四九年五月


















































































































会においては、 lムく hわれていた。多ノt;:t二は 1家が宇宙に範をとり、ミクロコスモスと
してコくられたかは、現仇の非明化した肉料に住む私たちの怨像を超えているo.J(註 9)
とコスモロジーの2単位化が人間の特色、あるいは本性であったと指摘する。

































































































































また、 1;1'i;~ の '1 i，fJの'苧聞からは、ま勺たく質の児なった'乍問であり、非日常の空間である。
それらの市Jilは多くの場合、聖なる場所とィ号えられ、死者の場所であり、神の場所であっ
た。そして、その'空間は、境界の彼方に佐々として、限りなくひろがっている。






































とも純粋、かっ鋭敏にあらわしているJ (.;}: 20)とし、 「批の国へのあこがれ」すなわ








るという世界観によって、古代人は、誕生は常t~からの向生であると f~ していた J <:tF. 
22)ので誕生してくる元である常世は、占代の人々には、懐かしい思慕の場所、批の同で
あった。そこは現世の延長として、現世と全く相似のtt!界であり、しかも理想境とみな会














































































海の彼Jjが常l~ と行えられ、子孫に惑をもたらすと考えられていた時より、もう ・ 司代古
くは、 r 'i;世Jはく?作成>c先の国でもあった。そこは死者を葬る葬地であり、黄泉国と
もいわれ、地下の似の l"kl と払いていた。~'q}~L時とはく現[:E]> (うつしくに〉すなわち現に













































きに大物主大神が御夢に顕れ C、 こは我が御心ぞ。故、怠?;f多多泥占をもち C、Jえが御
前を祭らしめたまはぱ、神のS<\起こらず、国安らかに、Fらぎなん。」といわれた臼.岳山~
多泥古命を神主として、御請t1 1 に怠由美和の大神を紀り、また先に引用したことく、'.~\取
と大坂に神記りしたところ、 i役の気悉にa恵、みて、 Lli]家安らかに、J~ らぎぎ。 J と ある。す



















敷内に死者を伴ったという己 とである。(駐 40) 柳田国男が述べているように 「山を霊
魂の忽ひ慮とする行え方が、人昔以来、今もなほ、日本の固有信仰……となって傍わって







































































さらに、械は、 '11限後期以降、 f'ー 撲_Iか 山に.1:るJr [1になるjといわれるように
な勺 Cくること、逃散のさい白姓が I山林不入地 jといわれたところに篠小屋を建て、こ
もq たこと、戦I'k]時代に戦乱から山小屋に避難するさいに、出家すると同械に、諸々の社
会的な料を断ち切「たという怠思表示として、京に自ら大をかける 「地焼 をしたという
ことなどを例に引き、 〈註 49) 森か l公界」だ勺たことを、次のように:去っている。
I私は、中HiiJ切には、山体そのものが………もとよりすべてというわけではないが……
…ア ジールであり 、寺院が駆込み寺としての機能をも っているのも、もともとの根源は、








































































































































































院の阿弥陀二十五菩躍来迎図(早来迎) (図 3-3)、制1:与の九品来迎図(凶 3-4)での
山の点現も、聖化されている例であろう。これは占代からの山が他界であり、先祖のいる
- 151ー
図 3-1 山越阿弥陀図(金戒光明寺〉 図 3-2 山越阿弥陀図(禅林寺〉






































q'i に ~I~林中の山越併Hfü陀~lは山の彼方の背民に広大な海を背負 っ ていることは、古代の
ニフイカナイ (ti仰とも結ひっき、 1Jの彼方のニライカナイである他界 浄 Lから、梨住の







いる、見守 司 ているということには: ~I する必要かある。これは1I本古来からの空間認11践の
しかたと一殺する特徴を示している。
これは{uJを怠昧するのであろうか。仏教では、常教が神仏習合の信仰、ぶ地垂迩の思想、
を'1み、 i密教から、いわば、より n本的な行!上教が卦生えた。浄土教は 「わが[1¥]吉来の民
肱:I，~.j( jのじ仰である来十トな先の探題への解答がm怠されたのが浄土(u仰であJり、それに
























































































































勺た。 場所内{i< locat ion)や方位決定 (oricntation)という事柄をあっかうローマ人
の共通の倣いかたと 1~1係していた 天'笠のテンプルムは円形であり、問つの部分に分割さ
れているとJj-えられていた。(凶 3-5) <n 78) また、大地のテンブルムというのは
l苅 3-6で.fJlわされるという。 <n79) またアッシリアの浮彫りにある、都市生活を表わ
す怯)3-7をみ UI:80)、またエジプトのヒエログリフによるくまち>は、随 3-8で表




















われる<ムントゥス>と呼ばれる穴をI}H け、そこにHt物や h(íL~者が組問からも 勺 てきた :1:



























































宿っていると考え、これらの精霊を神といった。古代日本人は精霊を宿した Iもの J (も
のの気)や | こと ~ (言霊〉に阻まれて生活し、外界の 「ものJや fことJにたいして児

















で土をとんどんとして突き、現績を祈った。 (註 92) これらの捕物か呪物であり、宗教
的栄作の対象である伊jは、占事紀や風士記に多くの例がみられる。 (註 93)
















れているが (U 95) 、もともとは、その榊の山が、 ~IIそのものである可能性か強\'0




咋ぱ札ている。従来It柳1I [j;'J 9J、折{l{;-;犬をはじめ多くの学者はミアレを 「御生れJr御
刻れ l の.むι解して、神の~~.臨を迎える祭とするのが民俗学、 fF.l文学の通説となっている









われ、 ~II j..人間の仲介をし、 Zの発射f?といわれるイナウにはヤナギ、キワダ、ミズキ、
ハンノキ、パシトイ、エン〆ュ、トネリコ、ニワトコ、クワなどが使われるという。(，，1
98) イナウはまた本 t:ではく花>と町んでい亡、柳IHは御幣に比している。(註 99)
パチエラーのアイヌ英和!日興によるとアイヌ誌のくシランパ、〉は 本のように地上に立
っていることjことであるという。悔原猛liw.北に盛んであるくおしらさま>信仰は、こ
のくシランパ>から来た誌であり、 :シランパ〉は "shi r i すなわちく地>、 an すな





る。そしてその木の茂 っ ている場所は、~なる場所とされる。」 とある 。 アイヌについて
のもう a人の外明人研究涜ネール・コ、ールトン・マンローはこのシランパカムイを天上の
神にたいして、近くにいてもっとも頼りにできる仰とし、 "¥'egelalion"すなわち rt&長






































































く、 「愛しき我が汝夫の命、かく為ば、汝の闇の人革、 一日に千頭絞り殺さむ。 Jと
いひき。ここに伊邪那岐命詔りたまひしく、 「愛しき我が汝妹の命、汝然、為ば、丹一



























守るIJたロ (泣く児を泣きやませるために見ぜる.意) Jという山讃めの駄であるn 土橋克



















つながり 、点われている例である。 (H108) 
このような発想は現代のu本人の心性にもkわれているように思う吋田中喬がその著
qn築家のm界lで高藤ftt;の多くの散を引flJして、その歌のなかの建築的な風誌を論じ









この詩人の持論、 「実相に観人して自然・自己一元の牛を写す |という 『写生l説は、

































2 11 :1>:の伝統的な~Htの同所での く制官な場所>は、部f~~ 、家、集落、都市、民観、国
1:というようなさまぎまな段階において、その閉合性は、それぞれ、山や楳林、樹木に
よ勺て凶われて、守:ら札ていることに特徴があった。n然の中にくこもる>状態にあ っ








































米山俊i白は日本の文化の促らえ方として 「小往地宇宙 !と いう考えを提出しているo
彼は柳田邑l男の述べる遠野物記の遠野を例にと り、典型的な f'1、盆地宇宙jのモデルで




































1:-.1 品目. s IJ1j文献及び位
怠味の環頃論 人間活性化の舞台としての都市へ 彩国社
2 C.ノルベルクェシュルツ 実存・空間}・建築 SD選符 78 pp. 1 1 3 ....14 参照
3 M.エ 1)アーデ風間敏-k.R 聖と俗法政大学出版局 p.35....41
4 M.エリアーデ 前田耕作.R イメーシとンンボル エリアーテ苫作集第Ij"~ 
せりか書房 pp. 53. 54 
5 例えば C.ノルベルク=シュルツ ，nH口容 p. 135 
6 瀬尾文93 怠日未の環境論 pp. 56. 57 
7 C.ノルベルク=シュルツ ftijfS書 p.60 
8 C.ノルベルク=シュルツ 前掲舎 p.44
9 多本浩一 生きられた家一経験と象徴訂土社 P. 31 
10 娼 -{!I~ 批なる山 p.l....14 宮家噂御獄C仰民衆宗教史選作第6巻
雄山間出版内
1 大野白 日本認を Eさかのぼる り波新't!t C・92 pp. 155. 156 
12 大野宮 前掲許 p. 158 




14 また、古野尚子 増補日本古代呪術 ・陰陽五行と日本版始信仰大fO~ïJi におけ
る占代日本の世界像の.Jt察において、大和や家が母船であるという説がある。




17 O. F.ポルノー 大尿J忠 a他沢 人間と字問 せりか，'fjJ p.79 
18 M.エリアーデ イメージとシンボル p. 52 
19 ~.エリアーデ堀一郎訳 生と再生 UPi露骨 東京大?出版会 PP.68--83 
20 谷川健一 常世論 日本人の魂のゆくえ 講談社学術文f，lt897 P. 13 
21 谷川健ー 前f白書 PP. 3.4 
22 谷川健一 前抱杏 P.65 
23 谷川健一 前掲書 P. 16 
24 折口信夫 批が国へ ・常世へ 全集第2巷 中央公~~H 内 PP. 12. 13 
25 折口信夫 古代生活の研究 全集第2どさ 内 P.39 及ひ
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谷川健 4 mH白書 P. 15 
26 谷川健 4 riijm嘗 P.42
27 谷川健 ー 前倒特 P.148 及び折口信夫 前掲書 p. 29 
28 谷川健一 rijf{3 ¥fJ PP. 58--6 2 
29 谷川健 Iiftl脅 PP.62--63
30 折口信夫 前向魯 P.31 
31 谷川位- IÎîjml~ P.33 
32 折口伝犬 Ilrの乙とふれ全集第 2を内 pp.464.465 及ひ
['1代小川の研究(常世の国) pp. 35， 36 村々の祭り p. 453 
33 折r]仏大 l~肱史観における他界観念全集第16巻 内 pp.356，347 には山
qJ:伴と天空他対との関係が示唆されている。
34 ，';野尚子 隠された神々 講談社現代新曾 370 p.40 
35 折口伝火 山越しのsoB爾陀像の樫仏l 全集第27巻内 pp.184--189
36 折umJ.: 批がI_I'.Jへ ・常世へ全梨第2巻内 PP.12. 13 
37 例えば金•r uU:1 .1:代の呪的{U仰 p.238--









41 梅原 ~ 
48 網野信彦
49 網野持 J~
50 網野 ~r{-， I:;'
51 (I~ (!l純同IJ
mifil¥!} p. 9 
仰と村 伝統と現代社 p. 49. pp. 55-58 
山宮考定本柳田関男m 第1巻筑摩書房内解説 p.291
EI 本の深層ー 縄文 ・ 蝦~文化を探る 佼成出版社 p. 176 
ijfU曾 P.319 




ffl~1i 熊綜 ・ 公界・楽 H本中世の平和と自由平凡社選嘗 58p. 134 
liiHtHt} p. 310 
，iiHU¥!} p.134 
人flのダケ信仰宮安部編御獄信仰民衆宗教史;}';(¥!}第6巻雄山
悶tH版|勾 pp.17 -28 pp. 310， 311 
52 梅原 ~ ，jijHJ舎 p. 98 
53 例えば、悔同i1& fl本口険第 1在 民界への旅へ角川容応 pp.111 -142 
54 {中松弥禿 仰と村 伝統と現代社 p.65 pp. 153. 154 
55 仲松弥秀 IFj tl魯 pp. 1 4 -18 p. 146 
56 谷川位 、比布lJJi雌 神々の島一 沖縄久泊~，Qのまつり 平凡社 p.1 
178 
57 仲松弥秀 前掲書 pp.61-65 
58 梅隙 tfu 前借舎 p. 121 
59 仲松弥秀 前掲書 p.5....58 p.49 
60 仲松弥秀 前ts書 p.67....74
61 浦山隆一、他 南西諸島の 1fWl.或Jにおける宗教空間の研究トヨタ財問助成研究報
告書日ト035 p.6 
62 浦山隆一、他前掲害
63 吉野裕子 前掲書 p.12-
64 折U{白犬 山越しの阿嫡陀像の:者因全集第27在中央公論社






わが聞における来迎信仰 日 ・本の美術 ~O. 213来迎図 至文吹 内
68 r期日正之 仏の表情とfih!先し一平安の仏教絵l判
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94 柳川[E-IJ~ ~I'制問定本柳田閥児~第11巻筑摩書房
95 合体iEiX 然りの構造 饗笈と神* NIKブ yクス 238 p.223 
96 1:橋立 1:1本占代の呪椋と説話 :1拍寛論文集下崎容}jJ pp.98--184 
特tこ、 pp.115. 116 
97 梅原 1~ 1: *口険第 l在民界への旅へ角川書庖 p.28 p. 185 
98 梅原 ~~ 
99 柳川凶V}





















iIiHU ~lF pp. 193-202 
イ七とイナウ 神樹間内定本柳田国男集第1どき
1:1本の深肘一縄文・蝦九文化を照る 佼成出版社 pp.156-158 
'Ii!ltH!F p.189 
!日it口容 pp.112--128 
丸I支武lfi 占代の道と同 ロッコウフ 1クス p. 115 より引用
日;牛占代思想 中央公~~H p.69 
批なる山 宮家 rv. 御~，~(3仰の内
堀ー郎z誕生と IJ'I: UP選lt} 東京大学出版会第 l宿
)J 捻~との文学と歴史 :1:倍克品文集 上焔.J}IJ} pp.230-252 
iIiUJ，骨 p.233
也築家の限界 住民 ・自然 ・都市 ナカニシヤ出版 pp.205-342 
iji tu脅 pp.205-318
，ji tll!作 pp.225. 226 
































































































み、その本'百を充足明きる存在であるから J(駐 7) <親密な場所>を出て、<異界>

































































も、 く道 〉 の :~Ill)は閉ざされ、倒われたも字問とな っ ていた。
峨下町では、水戸は城ドの出入口だけではなく、各町内に設けられていたところもあ勺
た 。 名古院やr1~，1:，¥のような大械下になると百ヵ所を越え、甲府や大和]郡山クラスでも五、
















ぎ合わせつつ、二i大が]な地 (ground)に辺Jしされることになる n 街路か、ノド勺の形体とな



















の笠間は、 4 般の集落では問闘の山々の緑によ って、城下町では、それに加えて、京々の





大T陀は先に述べたように、 j域下町から在郷町にかわ勺た小さな集落であるが、 lχI2-2 









19 、 2-29~照)がならび閉鎖空間を作っ ている 。
脇においても、図 2-33 、 2・ 34 、 2-35 にあるように道のhi~I油、 T字路、矩折れ、まわり
のLl々によ って閉鎖空間が道に作られていることになる。戦国期には町の丙の入I・1はi:JA
や関門で道は区切られていて、さらに閉鎖性は強かったであろう。





























!'-Il 1 市において入手口の点剖の tH人口、明坂と六坂に仰を紀って疫病などのすr~盟、なものの
境界内への侵入を防ぐように大物上の神か紀られていたことを述べた。これは大手口を東西
に町通する幹線の陥大路のiゐ}端の出入口に紀られていた。その他、畿内の四セの主要な道










さいのかみ)なとと呼ばれる石やむ培を立てたり、道に7.1:辿縄を4たったけ、 (~t 17) 迅































引き窓へて、そのイJ~ぞ l ~1 に置きて、各手jひ立ちて、*戸を皮す時、伊邪JJß~定命言ひし
く、 f愛しきi抜が依犬の命、かく為ば、汝の闘の人市、 一日に千頭絞り殺さむ。」 と
いひき。ζζ に伊邪nl岐命詔りたまひしく、 『愛しき我が汝妹の命、汝然為ば、百一



































申信仰の中にも |塞ぎ」の要素があるという。道しるべを兼ねたらのか多L、。 (註 23)
古代の八衝の神である泊四彦大神との羽合して、道の神としての性格が強制されたこと
もあり、また本の神との何合も多くみられ、イiの表げ1'こ文字でJ)fqrと刻し、 J1日には加の
神とある例が多くあると報告されといるo ¥lit. 24) 























































その他にも熊野の神が強いた熊野比丘尼が全国を歩き!日l り、熊野 ~II~上を全!討に配 っ てい っ
たという伝説や、白比丘尼というじILIJの神が氾iいた説火か白山iZ仰を広げたという例もあ











































て、通して口ふといふやうな宵慣も、 il1ひ々々盛んになって来ました J (れ 30) と折仁l
U夫は峠でのji!の神について述べているのは、以 1:に述べた風土記にあるような峠の神の
ζLや、 )j()J慌にある下向けのことを云っているのである 0 ・手向けの歌は他にも万葉梨に
数多くある 3 例えば、径十1i.-3730の欺に
恐みと ;tiりずありしを み越路の T~向に立ちて 妹が名告りつ
また、怪十四-3371に、












































そらみつ 大和の[1¥1 あをによし 奈良山越えて 山城の縦高の原を ちはやぶる
195 
~j三 ITî の波 沌!去の IIJ後l己のfJ;(を F棋に 欠くることなく h歳にあり通はむと







i並坂山に 下luJして わが越え行けば ささなみの志賀の山崎幸くあらば
またかへり見む j症の隈 八十階ごとに 暁きつつ わが過ぎ行けば いや速に





































































































日本の伝統的な旅では、本質的には旅人がく道.>の!à] 閲のIi;V~ . n然、と一体になること
によって両生し、再活性化するということであろう。日本の旅i;t.、それが修験の修業であ
っ ても、巡礼とあっても神や仏を念していても、旅人の関心は、 I，~l 凶の日然のなかにあり、






















た(註 46)。 特に()l5~~宮については、はやくも弘安十年 (1287年)の外宮遷宮のとき、
r ~':;;幾 Th なるを知らず ! といわれて、多数の人々が;UI詞参宮をしたことが見えている。








くらいの人間が街jL'!にあふれている ……これは、 J つにはこの国の人LJが多いことと、
また ・つには他の出自民と迩って、彼等が非常に良く旅行することが原闘である。 j (註
~8) と併いて、日本人の旅好きと、旅の監の多さについて述べているか、それは同時代の































































































































































































{委の この12i市に小高る 市の高慮新嘗毘に生ひ立てる 葉広斎つ真椿
JtがI出の腐りいまし その花の照りいます 高光る Hの御子に盟御酒献らせ
'I~ の dh tlも よ止をば



































































tI J I!に人 3ても、 l'j代からの性格が続いていて、<市>はJWなる場所と与えられていた。
tjl!t初叫には、fIjは r.黙々たる白骨の散乱する葬送の地として、 fHIJi¥でもあったj。それ
は I札所、持礼、あるいはそれをとり行う人が、無料と切り離しがたい関係jにあるため
に、 r ifi場と拡併が、無縁の原理において時く結ひ'つけられていた。 Jからであるという。









ていた 3 さらにlJIltの巾では、 |債権の取立ても品lく伐じられていた。債務や罪を負った
人も、卜人ら、 rliの場では追及をまぬかれることか出米た。そして万 4 、なにか事件がお
こ吋た場合でも、それはその場のみで処理され、 rfjの外には持ち出さない習慣であった。














































行われていたにすぎないという。(註 10) またルイス ・フロイスによると天文二十三年











































































































































































































































































湖満ち来れば潟を無み 芦辺をさして 鶴鳴き l渡る を号It、て次のように説明する。

















- 第 .1 .. !，t 引用文献及び註
1 C.ノルベルグ=シュルツ加雌郎男沢実存・空間 .01築 鹿島出版会 SD選i!ip. 52 
2 Lynch， Kevin The imagc of the ci ty M. 1. T. Prcss 
3 C.ノルベルグ=シュルツ 前f白書 p.55 
4 O. F.ホルノウ 大塚忠一他訳 人間と空間 せりか書房 p.99
5 O. F.ポルノウ 前f白書 p.98 









7 O. F.ポルノウ 前t白書 p.114 








械下町 記録都市生活史 9 柳叫H~fm
前熔 l~ p. 122 
城と城ド町 教育社歴史新占く円〉ド史>97 p. 204 











18 芳賀登 宿場町記鋭部市生活史 11 p. 23 
19 金:井 円・広瀬靖子編訳 みかどの都ーザ・ファー ・イーストの世界挑孤H:


























































p. 212 渡j豊昌美57 p. 255 全先26 
p. 157 
??????C.ノルベルグ=シュルツ58 I人Ip.134 tN.;t炎uj白の民俗 ・旅の民俗27 
p. 157 前m占C.ノルベルグ=シュルツ59 世る 1tJ l廿ヨーロ yパ p.48阿部川也28 
全ru那2在ほうとするo2ip. 432、山のことぶれ p.465、花の話 p.481折口信夫60 内大阪書籍21 朝日カルチャーブックス日本の旅びと遊行と巡礼h;iと29 
p. 481 第2巻全集花の話折口信夫61 

































64 p. 376 補往 9
65 p.458 ド
66 pp.4-14 368 NIlKフノクス巡礼の民俗史旅のなかの宗教
67 






















Ilt/r i'r Ml 
鈴木秀た 森林の忠~ ・ 砂漠の思考
例えば、梅Ii;(lIi 
pp.116-130 69 p. 29 
? ?
38 





















NIKプ γ クス 424












p. 181 筑摩書房全集第10巻日本の祭内75 環境文化
環境文化研究所
雑誌歴史の道ー榛阪大宇陀保存整備計画































































都市と祭の人額学 河出書房新社 P. 152 
天神祭中公新書 p.42
神と祭りの世界一祭紀の本質と神道 5長官曾房 p. 58 
市j犯容
祭の文化 都市がつくる生活文化のかたち 有斐閣 p.43 
I曽補日本古代呪術 陰陽li行と1-1本原始前仰 大和書房 p. 13 
1iHtH号 p.48
fJ陥lJi火 治qri科外 環境文化のけI世史 平凡社 pp.162-165 のなかの図 l、6
京 1を参照
































































ることを述べている。 (己主 3) その世界の中心のシンボリズムには、次の三つの類型か
あり、互につながり、楠L、合ゥているという。(i.I4) 
1) 世界の中心には、 '聖山 l かあり、そこにおいて天と地が出会う。











とが、すなわち 、 天と地が交わ司ていることになる。 i~~山と :jミm樹が天空を文えている。
西欧の集住の場所の<中心>は、天を支え、交わり、またljJ心であるという性質 1:、幾何
学的な中心となることになる。





































































































そして、そこでは、苛~3 ~の 3-3 において述べたように、西欧と j~ っ て、垂直の上方































ここで日ぶの<中心>ー あくまで西欧のものと同じ詰鎗を使うとして ー の特性をま
とめてみる。西欧の幾何学的な中心にあった集住の助所のく中心〉には、実体的な神殿と










































という説である。 (H 15) これによると与ら神社と [ü1 しく 、 葬日Frの起~をもつことにな
る。梅原猛は r1.I 本の1]嗣」のなかで東北の人台、干について、縄文時代からの宅地、すな
わち、死者の行く山の1::こ出来ているに述いないと、浄土教と神仏古l合的に日本の古い土
ηの死霊(;}仰、 お山 (l~仰と結びついていると述べている。 この点、については下者も 2-2・5




である。この論文の節 2~tに報告した佐伯について毛、ゐ.主の菩提寺の延賢・寺を初め 、 殆
んどの寺!ま町の外向に作られ、町の防備:にも当てられている。


























付の明所であるグスクを保護するために、 グスクの{芳らにが;をAめ、 それをわ~H. (VIみ、
やがて自己の居館まで石垣で凶うことによって、城的形態となったものであるというロ
(位 19) ここにおいても械として知られてはいるか、 Jじはm先の葬所であ円たという:Jr
になり、 その起源が非日常の他界の場所であったことがわかる。
































































































































































































先にノルベルク = ゾユ Jレツをヲ IJIJ して丙欧の町のJf~U'， t'tに対するぶ向が強いことを述べ
たが、彼はまた、ハイデッカーやパシュラールを51Jl J している 。 ハイデッカーは O~まつこ






























































































な山の彼)j の!~可 )jη't 1: の{(~仰とともに、その械 -{-を京すのであろう。日本の各地では、特
に沖縄ではごく近年までd.l[tJが葬所であり、他界である信仰か統いていた。
ζのように1ftW!t!.織の{I:Jjにおいて日本人は、大陪の遊牧民系や、Ljl同文明の垂直方向


























































るとおりである。 ar 38) またポルノウは、ブルンナーを引用して (H39) 古代都市
ローマの超設にあた勺てのフルタルコスの訂名な報告を引用し、 その概略は次の通り。
2 













もまた l'~なるものにの 4 とって結ばれているのである。 そして四つの象限に分けられて









人rをも っていたが、しかし、 それはたしかにく型化された場所〉であ って、多くの特性

















第三点については、 場所は、 J占本的には<円形〉であるjとノルベルク シュルツも
述べているか、 (註 41) <テンブルム>も円形であり、 そのようなくわれわれの世界〉
の境界にそって、自分たちの{l:むlit界を 無秩序の混沌のなかの秩序ある宇宙j (H H) 




































な怪持とな q ている。 lfJIHの都城制の輸入である都城でさえ、羅城内はか(1:したが、例え






























































































はむしろ再生と考えられていた。 J (日 49) そして|死か恨の延長であるように、乍も
また死の延長であるという世界観によゥて、占代人は誕~I~は常 I1士からの再生であると{口じ
ていた。lという。 (註 50) 柳川{fJ男も ， 日本人の信仰のいちばん主な点は、私 ';t. /I~れ
かわりではないかと考えているJ (U 51) として、rJlt:人のなかでもっともlf!.1，t・なのは
丙生の観念であることを強制している。さらに日本においては神8えも、再生する。上旬
茂神社の御阿干し(みあれ〉は御三tであり、神の再顕、同生であ っ た。 F鴨神社の御~~~も










jlj ぴ ζ の伊に 't~まれ変るのである。修験将の縦死，Wi:の行である。 (cìt 53) 
また、先に述べたように、凶国八十八ヵ所巡りや、西国三十三ヵ所巡りなど全て霊場巡
りb、死 .jlj '1.:の儀式であるという。~のltJ の俗*に磁れて弱くなった生の力を回復する
ために、死のIi.".$:である['1占京をきてーIi_!ま死んで、山の霊場を渉くことによって、その
i-:t_ hにより、肢を洗い浄め、 ~t: き返ることになるのである。(註 54) この論文で何回ら
必べたように、 1:1本においては山は虫地であり、?草場である。先祖のか;る場所に与ができ






























































かにしたっ そして ζ のような空間認識の打点は日本人が樹木に神・~;;;.))、山に呪力を感じ、
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M. 1. T. の故ケヴィン ・リンチ教肢には暖かい人柄と、都市デザインについてのfl大な聞
論の構築から、また、ギリシャの Athens Center of Ekistics並びに DoxiadisAssoci-
ates を主宰した故コンスタンティン ・ ドキシアデス博上には鋭く大きな人物と、~I大な
Ekisticsという学問分野の構築への情熱から多くを学ぶことができた。この論文にそれ
らが反映されている。この他、多くの同学の諸兄にも、さまざまな点において、ごla符、
ご助力をいただいた。特に明石rt:jJ，li建築学科の同僚の}j々 には、 トヵ月の問、 1々の多く
の校携を負担していたたき、時間的にご媛助をいただいたo これらの方々にr';.く感謝t、た
します。
最後に、この論文の基礎となり、また私の建築の理解へのJ.H'Eに大きくあるのは、掛川
故増間友山以都大学名誉教綬の也築や人生に対する態位や教えであるe 先生をなつかしみ
つつ深く感謝申し上げます。
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